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（１） 職員の採用の状況（令和６年４月１日）	 （単位：人）
大学卒 短大卒 高校卒 計

19 ０ ２ 21
※菊川市立総合病院を除く

（４） 定員管理の状況
部門別職員数の状況（各年４月１日現在）	 （単位：人）

部門 区分
職　　員　　数 対 前 年

増 減 数令和６年度 令和５年度

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 4 4 0
総務 93 97 △ 4
税務 19 18 1
労働 0 0 0

農林水産 18 17 1
商工 11 9 2
土木 32 31 1
民生 30 29 1
衛生 26 26 0

小　　　計 233 231 2
特
別
行
政
部
門

教育 75 75 0
消防 67 66 1

小　　　計 142 141 1
計 375 372 3

会
計
部
門

公
営
企
業
等

病院 333 331 2
水道 8 8 0

下水道 8 8 0
その他 25 22 3

小　　　計 374 369 5
合　　　計 749 741 8

※	職員数は一般職に属する職員数（会計年度任用職員フルタイ
ム勤務職員を含む）です。

（２） 職員の退職の状況
（令和５年４月１日～令和６年３月31日）	 （単位：人）

定年退職 応募認定退職 自己都合退職等 計
０ ０ 15 15

※菊川市立総合病院を除く

（３） 一般行政職※１の級別職員数等の状況
区 分 標準的な職務内容※２ 職員数※３ 構成比
７級 部長、議会事務局長、事務部長 12人 4.2％
６級 課長、局長、館長、室長 33人 11.6％
５級 主幹 26人 9.2％
４級 係長、主任主査 77人 27.1％
３級 主査 56人 19.7％
２級 主事 40人 14.1％
１級 主事 40人 14.1％

計 284人 100％
※１			一般行政職とは、幼稚園教諭、保健師、医療職、消防職、企

業職（水道）、技能労務員（給食調理員など）などを除く事務
職です。

※２			標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な
職務です。

※３			菊川市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数
です。

市民の皆さんにお知らせします

市職員などの給与と人事
市民の皆さんに市の人事行政への理解を深めていただくため、 
職員の給与や勤務条件、職員数などをお知らせします。

問い合わせ   総務課人事研修係（☎35-0921）

1 職員の任免および職員数に関する状況

（１） 人件費の状況
（令和５年度普通会計※決算）

（２） 人件費の内訳（令和５年度普通会計決算）

※	普通会計とは、一般会
計に特別会計の一部を
合算したものです。

（３） ラスパイレス指数※１の状況（各年４月１日現在）
区分 平成

30年度
令和

元年度
令和

２年度
令和

３年度
令和

４年度
令和

５年度
菊川市 98.9 98.5 98.5 98.6 98.7 98.2

類似団体平均※２ 97.7 97.6 97.5 97.5 97.3 97.1
全国市平均 99.1 98.9 98.9 98.8 98.7 98.6

※１		ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした	
場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

※２		類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体
のラスパイレス指数を単純平均したものです。

令和５年度職員数　372人
一人あたりの給与費　およそ550万円
※	職員数（会計年度任用職員フルタイム勤務含む）は、
令和５年４月１日現在の人数です。（教育長を除く）
※職員手当には、退職手当を含みません。

2 職員の給与の状況 ※構成比の数値は、小数点第２位を四捨五入しています。

歳出総額
211億9,782万1千円

人件費
34億1,800万3千円
（16.1%）

人件費総額
34億1,800万3千円

給料
12億9,679万7千円
（37.9％）

職員給与
20億6,337万3千円
（60.4％）

職員手当
７億6,657万6千円（22.4％）
うち期末・勤勉手当
５億1,732万4千円（15.1％）

議員・特別職
などの報酬
６億4,023万8千円
（18.7％）

その他の負担金
７億1,439万2千円
（20.9％）


